
加西市都市計画マスタープランの策定について

令和３年度第５回都市計画審議会
令和４年３月25日（金）14時30分から
加西市役所 1階多目的ホール
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～まちづくりの方向性・理念・基本目標～
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市街化区域…583ha（3.9％） 1.1万人

市街化調整区域… 11,216ha（74.6％） 2.9万人

都市計画区域外…3,223ha（21.5％） 0.3万人

都市計画区域外

市街化区域

市街化調整区域

市域面積…15,022ha

市人口（R3.3月末）43,252人

都市計画区域

１ 策定概要
２ まちづくりの主要課題
３ まちづくりの基本的な方向性と将来都市像
４ 基本理念・まちづくりの目標
５ 将来人口
６ 拠点性評価
７ 将来都市構造図（案）



・まちづくりの課題整理
・計画条件、市民の意向把握

■策定概要

理念や目標

部門別
整備方針

全
体
構
想

地域別構想

実現化に向けて

1.まちづくりの目標
2.将来人口
3.将来都市構造

6.実現化に向けて
①制度の活用
②住民中心のまちづくりの推進
③総合的な協働体制の構築

5.地域別構想
①北条地域
②善防地域
③加西地域
④泉地域

4.部門別の整備方針
①土地利用              ⑥自然環境
②道路・公共交通      ⑦景観形成
③公園・緑地など       ⑧市街地整備
④下水道及び河川     ⑨住宅地整備
⑤その他の都市施設  ⑩都市防災

【都市マスの構成イメージ】

市全体の都市構造や分野別方針を定める「全体
構想」、地域特性に応じた整備方針を定める「地域
別構想」、構想の推進体制等の考え方を定める
「実現化に向けて」の3つの大項目により構成。

・見直し方針の設定
・全体構想のとりまとめ

・都市計画マスタープラン案の
とりまとめ

・実現化方策の検討
・地域別構想のとりまとめ

・基本理念と目標像の設定

【策定手順】

Ｒ3年第３回
都計審

Ｒ3年第５回
都計審

・事業者決定、加西市版コンパ
クトシティの考え方

Ｒ3年第２回
都計審

・都市マス改訂の概要
Ｒ3年第１回
都計審
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■まちづくりの主要課題
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■まちづくりの基本的な方向性と将来都市像
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まちづくりの基本的な方向性
・大阪へのアクセスの良さを生かして、産業立地、生活利便性を高める。
・総人口の2/3が居住する市街化調整区域の規制を緩和しながらまちづくりを推進。
・若者世代にも魅力ある都市として、環境共生都市・ＩｏＴまちづくりに取組む。
・都市構造上脆弱性がみられる南北軸と公共交通体制の強化

新しいまちが目指す都市のイメージ

新しい観光や平和
教育が提供され観
光客が増加

昼夜間比率の上昇、
生産人口の増加

〇市全体

ＩｏＴを活用した
防災・防災まちづ
くりが進展

みんながストレス
なく多様な移動の
選択ができる

先進都市としてのイメージ
が周辺自治体に浸透し若い
世代から転出先として注目

される
農業の加⻄ブラ
ンドに磨き

市街地内の低未利用地の整
備により、若い世代が転入

歩行空間は整備が進
み、歩きやすく回遊
性が高まっている。

脱炭素のまち・新
しい観光・産業の
まちとして全国の
先進都市

特別指定区域制度
により集落で住み
たい新たな居住者
の受け皿

必要な時に必要な場
所で移動できるどこ
にすんでも便利

〇他の集落地

〇北条・中野（主核・副核）



■基本理念・まちづくりの目標

基本理念
大空に夢がふくらむ「未来の田舎」かさい
〜みんながあこがれる未来都市〜
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■将来人口（都市計画マスタープラン）

令和14（2032）年の将来人口
○総人口…36,756人（比R2：▲13.5％）

・年少人口………3,384人（9.2％）
・生産年齢人口…19,353人（52.7％）
・老年人口………14,019人（38.1％）
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コロナの影響により、Ｒ3年度の合計特殊出生率は0.91まで下
がる等、将来人口の推移の見通しは厳しい。
将来推計の結果によると、今後も人口減少、高齢化の傾向が
続き、計画目標年次のＲ14年には総人口約3.7万人、老年人
口割合約38％になると予測される。



■拠点性評価

畑バス停(公共交通)

西在田小学校(避難)、
あさじ医院(医療)

泉小学校(避難)、
プチマルシェ加西店(商業)、
セブンイレブン加西殿原(商業)、
デイサービスセンターみつば(福祉)

日吉小学校(避難)、
泉中学校(避難)

賀茂小学校(避難)、
デイサービス華暖(福祉)

障害者支援施設
ナーシングピア加西(福祉)

富合小学校(避難)

下里小学校(避難)、
加西市立善防園(福祉)

通所介護事業所まどいせん-あびき（福祉）、
堀井内科医院(医療)、網引駅(公共交通)
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評価手順

・市内の拠点性や生活利便性を表す「拠点レベル」を
定量的に算出

点数配分

・「都市機能（商業・医療・福祉・文化・行政・避難）施設
へのアクセス性」、「公共交通（駅・バス）施設へのアク
セス性」は、施設の重要度や機能性に応じ点数を配分

・図面上、暖色系ほど生活利便性が高く人口が集積し
ていることを示す・・・拠点レベルが高い
・図面上、寒色系ほど生活利便性が低く人口の集積が
低いことを示す・・・拠点レベルが低い

1. 市内全体を100ｍ単位でメッシュ化

2. メッシュごとに４つの指標）を算出
①現況人口分布Ｈ27年、②将来人口Ｒ17年、③都市
機能施設へのアクセス性、④公共交通（駅・バス）施
設へのアクセス性

3. 指標を統合し「拠点レベル」を求める
メッシュごとに、①～④それぞれの偏差値を取り、そ
れらを合計した数値を「拠点レベル」とする

人口の分布状況、都市機能の集積状況、公共
交通の整備状況を確認し、将来都市構造図（地
域拠点）作成の参考とする。



北条市街地を「都市核」、中野・鶉野地区を「副都市核」
として都市機能の強化を図る。

人、モノの交流を促進する交通結節点を交通拠点として
機能強化を図る。加西IC、北条町駅、法華口駅を交通拠
点、中富口、中野を乗り継ぎ拠点として機能強化を図る。

市内５つの産業団地、繁昌町国道372号沿い、畑町、東
高室の三木宍粟線沿いを「産業拠点」として、集積の維
持・強化を図る。

北条町駅周辺地区、東高室地区、加西ＩＣ周辺地区、中
野・鶉野地区を「商業拠点」として商業機能形成を図る。

道の駅構想、市道鶉野飛行場線整備を行う鶉野飛行場
跡地周辺を「未来創造拠点」として整備します。

地域の中心的な役割を担い、都市機能が集積している
拠点を「地域拠点」として、機能強化、居住誘導を図る。

アラジンスタジアムを初めとした運動施設、ゴルフ場など
を「緑遊拠点」として交流機能の強化を図る。

■将来都市構造図案（核、拠点）

9



■将来都市構造図案（軸、ゾーン）

日本の重要な道路交通軸。広域的な都市活動を支える
道路として中国道、山陽道を「国土軸」とします。

市の骨格を形成する道路。国道372号、県道玉野倉谷
線、多可北条線、市道鶉野飛行場線、豊倉日吉線を「広
域軸」とします。

国土軸、広域軸を補完、交通を円滑にする道路。県道高
岡北条線、市道玉丘常吉線を「地域軸」とします。

はっぴーバスや将来的に地域で運営する地域主体型交
通を「地域交流軸」とします。

自然の潤いをもたらす万願寺川、下里川、普光寺川を
「自然環境軸」とします。

都市的土地利用を積極的に進め、市街地形成を図るエリアを
「市街地ゾーン」。うち商業、公共施設の集積を図る「都心居住
エリア」、良好な住環境の形成を図る「居住促進エリア」を設定。

農業環境、居住環境の共生を図る「都市近郊ゾーン」、緑
豊かな山林の保全活用を図る「自然ゾーン」を設定。 10


